
日帰りバスツアー「『きぬむすめ』の産地と水族館めぐり」に行ってきました 

組合員理事 篠澤 真喜子 

 

10月 7日、エフコープ・ライスセンター30周年企画の日帰りバスツアー「『きぬむすめ』の産地と水族館めぐ

り」に組合員さん、ライスセンタースタッフ、理事の合計 40名で行ってきました。 

2015年（平成 27年）年産から取り扱いを開始している山口県産「きぬむすめ」の産地を訪問し、生産者の方々

と交流、しものせき水族館「海響館」を見学するという企画です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

篠栗研修センターを出発し、車内で五ツ星お米マイスターのスタッフより「きぬむすめ」の特長を丁寧に説明

していただきました。白くて美しく、特に粘りが強くて柔らかく「コシヒカリ」並みにおいしい品種と言われて

おり、平成 27年産と 28年産で「特 A」評価を受けています。 

山口県菊川町についてバスの中から田んぼを見ましたが、「きぬむすめ」はもう刈り取られていたため「ひのひ

かり」の圃場を見学しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、カントリーエレベータを見学し、JA 下関菊川営農経済支部の会議室で、昼食を交え生産者と組合員

で交流をしました。JA 全農やまぐちの担当者より、山口県の農業や米の生産の説明がありました。各テーブル

では、お米の生産についてのご苦労やおいしいお米の食べ方など色々な話で盛り上がりました。 

お米はお茶碗１杯で 30 円と他の食物より安いし、糖質制限が流行しているが、昔の人はお米ばかり食べてい

ても太っていないので、どんどん食べてほしいと言われていました。 

  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、しものせき水族館「海響館」に向かいました。アシカとイルカのショーやたくさんの海の生物を見学し

て、楽しい時間を過ごしました。 

 お天気に恵まれ、生産者との交流や産地の見学など有意義なバスハイクとなりました。 

 

福岡県のお隣の山口県で生産されている「きぬむすめ」が、今後の産直商品化にむけてこれからも視察と交流

を継続していけたらと思いました。 

 土曜日の開催だったので男性の参加者も多く、ライスセンターや「きぬむすめ」の事を知っていただくいい機

会になりました。バスツアーをきっかけに、今日の産地見学と生産者の声や、ライスセンターの事を伝えていっ

てほしいと思っています。 

 ＪＡ下関の方々も親切に対応して頂き、感謝申し上げます。 

 


